
モ
ノ
レ
ー
ル

立
川
南

中
央
大
学
・

明
星
大
学

間
の

分
が
少
し
も
退
屈
し

な
い
時
。
ま
さ
に
今
な
の
で
す
。
稲
刈
り

を
終
え
、
ひ
と
休
み
し
て
い
る
田
ん
ぼ
。

そ
れ
を
取
り
囲
む
木
々
か
ら
鳥
が
飛
び
立

つ
た
び
に
、
数
枚
の
葉
が
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落

ち
て
い
き
ま
す

高
幡
不
動
を
出
ま
す
と
、

紅
色
や
黄
金
色
の
彩
り
を
添
え
た
丘
陵
が

間
近
に
迫
り
、
そ
れ
は
息
を
呑
む
ほ
ど
の

素
晴
ら
し
さ
で
す
。
多
摩
動
物
公
園
で
は

遠
足
の
園
児
の
声
が
青
空
に
こ
だ
ま
し
、

傾
斜
地
に
は
行
儀
良
く
建
っ
て
い
る
カ
ラ

フ
ル
な
住
宅
が
、
晩
秋
の
日
差
し
を
浴
び

て
い
ま
す
。

平
和
な
風
景
よ
、
い
つ
ま

で
も
こ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願

い
た
く
な
る
よ
う
な

至
福
の

分

で

す

そ
れ
に
引
き
換
え
、
世
界
は
大
混
乱

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
つ
い
先
日
の

新
聞
紙
上
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
が

テ
ロ
が
何
か
を
変
え
た
と
い
う
よ
り
、

人
々
が
見
た
く
な
か
っ
た
現
実
を
あ
か
ら

さ
ま
に
し
た
。
世
界
秩
序
に
は
も
う

か

な
め

が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実

だ

と
述
べ
て
い
ま
す
。

い
や
、
人
ご

と
で
は
な
い

ふ
と
、
現
実
に
戻
り

ま
し
た
。

（
広
報
課
）
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１を聞いて10を知る

わが国では、 論語 に書かれている １を

聞いて10を知る という考え方が広く行き渡っ

ており、他人がすべてをいわずとも、その先を

読み、先回りして、行動することが長い間是と

されてきました。したがって、日本人社会では、

１を聞いて10を知る ことができない人は、

どうも 優秀なやつではない とか、 切れな

いやつ などという烙印を押されてしまうこと

が多かったように思われます。

ところが、調査でアメリカやアジアへ出かけ

て妙なことに気づきました。それというのは、

アメリカでは、（そうでない人もたくさんいる

と思われますが）簡単化して言いますと、 １

を聞いて１を知る という考え方が多いという

ことです。つまり、会社でも、どこでも上司や

他人から何か言われれば、言われたことだけ理

解し、行動すれば十分であるという社会のよう

なのです。

一方、アジアで気がついたのは、アメリカの

ように、 １を聞いて１を知る という考え方

をする人が、国を異にしたとしてもかなり多く

いるということです。そうではないといえば、

韓国の人々が日本人の考え方に近いかもしれま

せん。

良く考えてみますと、最近学生と話をしてい

るとき、学生がそのように考えていると思うこ

とがよくあります。また、ファースト・フード

店やコンビニエンス・ストアで多くの学生がア

ルバイトをしていますが、そのすべてがまさに

マニュアル通りで、それ以外はできないといっ

ても過言ではありません。つまり、１ 10まで

いわなければわからないということです。こう

なると、日本も近い将来にはグローバル化して、

まさにみんな同じになってしまうかもしれませ

ん。

とうとう、そこまできたかと思うと、おじさ

んたちはちょっと寂しい気持ちになってしまい

ます。

広報委員 奥本 勝彦（商学部教授）


